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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第93期

第３四半期
連結累計期間

第94期
第３四半期
連結累計期間

第93期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

営業収益 (百万円) 235,394 222,810 314,045

経常利益 (百万円) 17,259 15,136 20,319

四半期(当期)純利益 (百万円) 10,998 9,590 9,257

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 12,170 20,105 9,823

純資産額 (百万円) 204,586 225,806 207,454

総資産額 (百万円) 988,729 1,026,045 1,018,406

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 19.95 17.40 16.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 20.6 22.0 20.3
 

 

回次
第93期

第３四半期
連結会計期間

第94期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 5.56 4.62
 

(注) １ 営業収益には、消費税等を含んでおりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年12月31日）のわが国経済は、経済対策、金融政策

の効果などにより、緩やかな回復基調が続いたものの、個人消費に弱さがみられるなど先行きは依然として不透明

な状況で推移しました。

このような事業環境のなか、当社グループは、重要な戦略拠点である品川、羽田空港を中心に各事業を推進する

とともに、経営の効率化を図り、経営基盤の強化に努めました。また、ライフラインを担う企業集団として、引き

続きすべての事業において安全の徹底を図り、安心、良質なサービスの提供に努めました。

以上の結果、前期に流通事業等で連結子会社の決算期変更を行った反動や不動産事業で分譲地販売における売上

原価の増加もあり、当第３四半期連結累計期間の営業収益は2,228億１千万円（前年同期比5.3％減)、営業利益は

190億２千３百万円（前年同期比10.6％減)、経常利益は151億３千６百万円（前年同期比12.3％減)、四半期純利益

は95億９千万円（前年同期比12.8％減）となりました。

次に、セグメント別の業績についてご報告いたします。

 

イ 交通事業

鉄道事業では、昨年３月の羽田空港国際線発着枠拡大に伴う航空旅客の増加や航空会社等と共同で積極的に旅客

誘致を図ったことなどにより、羽田空港輸送が増加しました。また、ダイヤ改正を実施し、羽田空港へのアクセス

を向上させるなど、利便性のさらなる向上を図りました。さらに、沿線の観光資源を活かした企画商品の販売を強

化するなど、当社線の利用促進に努めたほか、都心方面への通勤旅客の増加などにより、輸送人員は前年同期比で

1.2％増加しました。

また、引き続き安全対策を最重要課題とし、高架橋耐震補強工事等を進めたほか、大師線で地下化工事を、京急

蒲田駅付近の連続立体交差事業で駅舎の改良工事等を進めました。

乗合・貸切自動車事業では、京浜急行バス㈱は、鉄道が運行していない時間帯における羽田空港へのアクセス向

上を図るため、深夜早朝アクセスバスの実証運行を開始しました。また、羽田空港アクセス路線でダイヤの見直し

を行ったほか、羽田空港～川口駅・川口元郷駅線の運行を開始しました。さらに、京浜急行バス㈱および川崎鶴見

臨港バス㈱は、企業の進出が続く川崎臨海部の需要に対応し、横浜駅（ＹＣＡＴ）～東扇島線を増便するなど、利

便性の向上に努めました。

   タクシー事業では、臨港交通㈱の全株式を譲渡し、経営資源の選択と集中を進めました。

以上の結果、交通事業の営業収益は887億３千６百万円（前年同期比1.3％増)、営業利益は141億８千４百万円

（前年同期比7.6％増）となりました。
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(業種別営業成績)

業種別

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

営業収益(百万円) 前年同期比(％)

鉄道事業 59,959 1.6

乗合・貸切自動車事業 25,129 1.6

タクシー事業 3,648 △4.5

営業収益計 88,736 1.3
 

 

(提出会社の鉄道事業運輸成績)

 
 

区分

 
 

単位

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

    前年同期比(％)

営業日数 日 275 ―

営業キロ キロ 87.0 ―

客車走行キロ 千キロ 86,837 0.1

輸送人員

定期 千人 186,849 0.8

定期外 〃 149,965 1.8

計 〃 336,814 1.2

旅客運輸収入

定期 百万円 22,374 0.4

定期外 〃 35,209 2.4

計 〃 57,584 1.6

運輸雑収 〃 2,748 1.1

収入合計 〃 60,332 1.6

乗車効率 ％ 41.7 ―
 

(注) 乗車効率の算出方法

旅客人員×平均乗車キロ
×100

客車走行キロ×平均定員
 

 

ロ 不動産事業

不動産販売業では、当社は、他社と共同で、引き続き港町駅前の分譲マンション「リヴァリエＢ棟」のほか、

「オーベルグランディオ横浜鶴見」、「ザ・タワー横須賀中央」を販売し、好調に推移しました。また、当社およ

び京急不動産㈱は、引き続き「京急ニューシティ湘南佐島なぎさの丘」分譲地等を販売しました。さらに、京急不

動産㈱は、分譲マンション「プライム川崎矢向」の販売を開始しました。

不動産賃貸業では、当社は、品川駅前の京急第１ビルをはじめとしたオフィスビルが順調に稼働したほか、駅周

辺の利便性向上を図るため、神奈川新町駅前に商業施設を開業しました。また、京急開発㈱は、他社と共同で、羽

田空港等に好アクセスな立地特性を活かした「平和島物流センタ」を竣工しました。

以上の結果、不動産事業の営業収益は222億１千９百万円（前年同期比8.3％増)となったものの、分譲地販売に

おける売上原価の増加などにより、営業損失は15億３千４百万円（前年同期は営業利益23億６千４百万円）となり

ました。
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(業種別営業成績)

業種別

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

営業収益(百万円) 前年同期比(％)

不動産販売業 9,666 20.0

不動産賃貸業 12,552 0.7

営業収益計 22,219 8.3
 

 

ハ レジャー・サービス事業

ホテル業では、ホテル グランパシフィック ＬＥ ＤＡＩＢＡおよび京急ＥＸインは、国内のビジネス・レ

ジャー需要や増加する訪日旅客を取り込み、好調に稼働しました。また、当社は、旺盛な宿泊需要を取り込み、事

業の拡大を図るため、泉岳寺駅前および秋葉原駅近傍にビジネスホテルの出店を決定しました。

 レジャー施設業では、京急開発㈱は、「ボートレース平和島」の外向発売所等が順調に推移しました。また、

「天然温泉 平和島」で、羽田空港の深夜早朝時間帯の航空旅客の需要にあわせた送迎バスを増発したほか、海外

の航空会社と共同でキャンペーンを実施するなど、新規顧客の獲得に努め、好調に推移しました。

以上の結果、レジャー・サービス事業の営業収益は317億６千７百万円（前年同期比0.7％増)、営業利益は38億

２千７百万円（前年同期比13.7％増）となりました。

 

(業種別営業成績)

業種別

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

営業収益(百万円) 前年同期比(％)

ホテル・旅館・飲食業 17,778 2.2

レジャー施設・ゴルフ場業 6,563 5.1

広告代理業 4,026 △8.0

その他 3,398 △4.3

営業収益計 31,767 0.7
 

 

ニ 流通事業

百貨店業では、㈱京急百貨店は、食品売場や紳士服売場等をリニューアルし、産地や質にこだわった商品構成に

するなど、顧客の獲得に努めました。

ストア業では、㈱京急ストアは、「京急ストア 安針塚店」を開業したほか、公共料金等の収納代行サービスを

導入するなど、利便性の向上を図りました。

物品販売業では、㈱京急ステーションコマースは、セブン－イレブンと業務提携した駅売店や駅前に出店した店

舗が好調に推移しました。

しかしながら、前期に連結子会社の決算期変更を行った反動や品川駅高架橋の耐震補強工事に伴う「ウィング高

輪 ＥＡＳＴ」の全館休業により、流通事業の営業収益は761億８千１百万円（前年同期比19.7％減)、営業利益は

13億９千４百万円（前年同期比12.7％減）となりました。
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(業種別営業成績)

業種別

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

営業収益(百万円) 前年同期比(％)

百貨店業 25,844 △14.5

ストア業 37,745 △25.1

物品販売業 10,217 △4.4

その他 2,373 △32.5

営業収益計 76,181 △19.7
 

 

ホ その他

京急建設㈱は、鉄道の安全対策工事等を行ったほか、「平和島物流センタ」の建設工事等を行いました。また、

㈱京急ファインテックは、鉄道車両修繕工事の受注を増加させるなど、収益の向上を図りました。

以上の結果、その他の事業の営業収益は328億３千３百万円（前年同期比14.0％増)、営業利益は10億５千４百万

円（前年同期比52.6％増）となりました。

 

(業種別営業成績)

業種別

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

営業収益(百万円) 前年同期比(％)

建設業・輸送用機器修理業等 19,748 24.2

ビル管理業 7,240 1.5

その他 5,845 1.2

営業収益計 32,833 14.0
 

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少はありましたが、投資有価証券や退職給付に係る

資産の増加などにより、前連結会計年度末と比べ76億３千８百万円増加しました。

 負債は、長期前受工事負担金の増加はありましたが、支払手形及び買掛金や有利子負債の減少などにより、前連

結会計年度末と比べ107億１千４百万円減少しました。

 また、純資産は、剰余金の配当による減少はありましたが、四半期純利益の計上やその他有価証券評価差額金の

増加などにより、前連結会計年度末と比べ183億５千２百万円増加しました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

イ 中長期的な経営戦略

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。
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ロ 株式会社の支配に関する基本方針

 (イ) 基本方針の内容

近年、わが国の資本市場においては、対象となる会社の取締役会との十分な協議や合意などを経ることなく、

突如として一方的に大量の株式買付を行うという現象が起きております。当社は、このような株式の大量買付行

為であっても、安全性を最優先するとともに、沿線地域の発展のため、グループが連携して事業を行い、相乗効

果を図るという当社のグループ経営を十分に理解し、企業価値・株主の皆様の共同の利益の向上または確保に資

するものであれば、これを一概に否定するものではありません。また、当然のことですが、株式会社の経営権の

移転を伴う買収提案についての判断は、最終的には株主全体の意思に基づき行われるべきものと考えておりま

す。

しかしながら、株式の大量買付行為のなかには、①企業価値・株主共同の利益に侵害をもたらすもの、②株主

に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、③対象会社の株主や取締役会が、買付の条件等について検討

するための、十分な時間や情報を提供しないもの、④対象会社の取締役会が、代替案を提案するための、十分な

時間や情報を提供しないもの、⑤対象会社が買付者の提示した条件よりも有利な条件を引き出すために、買付者

との交渉を必要とするもの等、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。

したがって、当社株式の大量買付を行う者は、株主の皆様の判断のために、必要かつ十分な情報を当社取締役

会に事前に提供し、かつ、一定の検討期間が経過した後にのみ当該大量買付行為を開始すべきである、と当社は

考えております。

　

 (ロ) 取り組みの具体的な内容

a 会社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の基本方針の実現に資する特別な取り組み

 当社グループは、「都市生活を支える事業を通して、新しい価値を創造し、社会の発展に貢献する」ことを

経営理念として、鉄道、バスなどの交通事業を中心に、不動産、ホテル、レジャー、流通などの事業を展開

し、安全・安心なサービス・商品の提供を行っております。これらの事業を通して、「地域密着・生活直結」

型企業集団として当社線沿線を中心にグループ経営を発展・強化し、企業価値の最大化を目指してまいりま

す。

 当社グループは、安全の確保をすべての事業の根幹として位置づけており、基幹事業である交通事業はもち

ろん、グループすべてのサービスと商品を安心してご利用いただくための取り組みを、継続的に実施してまい

ります。

 また、当社グループの最重要戦略拠点である品川、羽田空港が持つ高いポテンシャルを活用することを事業

展開の基本とし、特に品川駅周辺の街づくりについては、沿線全域の活性化の牽引力となるよう積極的に取り

組んでまいります。他の戦略拠点である川崎、横浜、三浦半島の各地区においても、街づくり、レジャー事業

の改善等に取り組み、沿線の定住人口、交流人口の増大を図り、沿線価値のさらなる向上に努めてまいりま

す。

 さらに、コーポレート・ガバナンス体制の一層の強化を図るとともに、コンプライアンスの重視、地域社会

への貢献、環境対策など、社会的課題につきましても積極的に取り組んでまいります。

b 基本方針に照らして不適切な者によって会社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取り組み

当社は、平成23年６月29日開催の定時株主総会において、株主の皆様にご承認をいただきました「当社株式等

の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策)」（以下「本プラン」といいます。）を継続することについて、

平成24年６月28日開催の定時株主総会にて、ご承認いただいております。

 本プランは、①当社が発行者である株式等について、保有者の株式等保有割合が20％以上となる買付、②当社

が発行者である株式等について、公開買付けを行う者の株式等所有割合およびその特別関係者の株式等所有割合

の合計が20％以上となる公開買付け、またはこれらに類似する行為（以下「買付等」といいます。）を対象とし

ます。
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本プランは、当社株式等に対する買付等がなされた際に、当該買付等に応じるべきか否かを株主の皆様が判断

し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や期間を確保し、買付等を行う者または提案す

る者（以下「買付者等」といいます。）との間で株主の皆様のために交渉を行うことなどを可能とするものであ

ります。また、上記基本方針に反し、当社の企業価値・株主の皆様の共同の利益を毀損する買付等を阻止し、当

社の企業価値・株主の皆様の共同の利益を向上または確保させることを目的としております。

当社の株式等について買付等が行われる場合、当該買付者等には、本プランに定める手続きを順守する旨の誓

約文言等を記載した書面の提出および買付内容等の評価・検討等のために必要かつ十分な情報の提供を求めま

す。その後、当社経営陣から独立した者のみから構成される独立委員会は、買付者等から提供された情報や、当

社取締役会が必要に応じて提出する意見や根拠資料、当該買付等に対する代替案について検討します。独立委員

会は、必要に応じて外部専門家等の助言を独自に得たうえ、買付等の内容の検討、買付者等との協議・交渉、代

替案の検討、株主の皆様に対する情報開示等を行います。

独立委員会は、買付者等が本プランに規定する手続を順守しなかった場合、または当該買付等の内容の検討、

買付者等との協議・交渉の結果、当該買付等が当社の企業価値・株主の皆様の共同の利益に対する明白な侵害を

もたらすおそれのある買付等であるなど、本プランに定める要件のいずれかに該当し、新株予約権の無償割当て

を実施することが相当であると判断した場合には、当社取締役会に対して、新株予約権の無償割当てを実施する

ことを勧告します。本新株予約権は、金１円を下限とし、当社株式１株の時価の50％相当額を上限とする金額の

範囲内で、当社取締役会が本新株予約権無償割当決議において別途定める価額を払い込むことにより、原則とし

て、当社普通株式１株を取得することができるものですが、買付者等による権利行使が認められないという行使

条件が付されています。また、当社が買付者等以外の者から当社株式と引き換えに新株予約権を取得することが

できる旨の取得条項が付されております。当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重して新株予約権の無

償割当ての実施または不実施等の決議を行います。当社取締役会は、上記決議を行った場合、当該決議の概要そ

の他当社取締役会が適切と判断する事項について、すみやかに情報開示を行います。

本プランの有効期間は、平成27年６月開催予定の当社定時株主総会終結の時までですが、当該有効期間の満了

前であっても、当社の株主総会において本プランを廃止する旨の決議が行われた場合、または、当社取締役会に

より本プランを廃止する旨の決議が行われた場合には、本プランはその時点で廃止されることになります。

本プラン導入後であっても、新株予約権の無償割当てが実施されていない場合、株主の皆様に直接具体的な影

響が生じることはありません。他方、新株予約権の無償割当てが実施された場合、株主の皆様が新株予約権行使

の手続を行わないと、その保有する当社株式の価値が希釈化することになります（ただし、当社が当社株式を対

価として新株予約権の取得を行った場合、買付者等以外の株主の皆様は、その保有する当社株式の価値の希釈化

は生じません。)。

 

 (ハ) 具体的取り組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

 上記（ロ）に記載した様々な取り組みは、当社のグループ経営を具現化し、企業価値・沿線価値の向上に資す

る具体的施策として策定されたものであり、当社の基本方針に沿うものです。

 また、本プランは、①経済産業省および法務省が発表した買収防衛策に関する指針の要件をすべて充足してい

ること、②株主の皆様の共同の利益の向上または確保を目的としていること、③株主意思を重視するものである

こと、④独立性の高い社外者によって構成される独立委員会の判断を重視し、同委員会の判断概要については必

要に応じて株主の皆様に情報開示をすること、⑤あらかじめ定められた合理的かつ客観的な要件が充足されなけ

れば発動されないように設定されていること、⑥独立委員会は、当社の費用で第三者専門家の助言を得ることが

できること、⑦当社株主総会または取締役会により、いつでも廃止することができることなどにより、その公正

性・客観性が担保されており、高度の合理性を有しているため、株主の皆様の共同の利益を損なうものではな

く、また、当社役員の地位の維持を目的とするものではありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,800,000,000

計 1,800,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 551,521,094 551,521,094
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
1,000株であります。

計 551,521,094 551,521,094 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 551,521 ― 43,738 ― 17,861
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載すること

ができませんので、直前の基準日である平成26年９月30日現在の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 325,000
 

―
権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 549,833,000
 

549,833 同上

単元未満株式 普通株式 1,363,094
 

― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 551,521,094 ― ―

総株主の議決権 ― 549,833 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式675株および証券保管振替機構名義の株式230株が含まれて

おります。

 

② 【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

 株式数の割合(％)

(自己保有株式)
 

    

京浜急行電鉄株式会社 東京都港区高輪２丁目20番20号 325,000 ― 325,000 0.05

計 ― 325,000 ― 325,000 0.05
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(自平成26年10月１日 至平

成26年12月31日)及び第３四半期連結累計期間(自平成26年４月１日 至平成26年12月31日)に係る四半期連結財務諸表

について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 43,349 33,484

  受取手形及び売掛金 15,558 14,377

  商品及び製品 2,496 2,911

  分譲土地建物 92,040 92,639

  仕掛品 1,558 3,399

  原材料及び貯蔵品 589 665

  繰延税金資産 3,235 2,844

  その他 3,973 5,832

  貸倒引当金 △23 △21

  流動資産合計 162,777 156,132

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 302,532 300,469

   機械装置及び運搬具（純額） 37,534 36,925

   土地 156,724 157,031

   建設仮勘定 250,851 252,625

   その他（純額） 6,498 6,176

   有形固定資産合計 754,140 753,228

  無形固定資産   

   のれん 3,427 3,251

   その他 6,238 5,886

   無形固定資産合計 9,666 9,138

  投資その他の資産   

   投資有価証券 45,583 62,528

   長期貸付金 1,960 1,846

   繰延税金資産 6,345 2,754

   退職給付に係る資産 14,771 17,420

   その他 23,300 23,169

   貸倒引当金 △138 △174

   投資その他の資産合計 91,822 107,545

  固定資産合計 855,629 869,912

 資産合計 1,018,406 1,026,045
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 40,503 21,718

  短期借入金 139,969 135,589

  コマーシャル・ペーパー － 10,000

  1年内償還予定の社債 20,032 10,012

  未払法人税等 3,583 2,059

  繰延税金負債 279 12

  前受金 4,670 7,308

  賞与引当金 1,455 1,052

  役員賞与引当金 161 127

  その他 28,324 31,287

  流動負債合計 238,979 219,168

 固定負債   

  社債 120,006 120,000

  長期借入金 229,897 225,386

  繰延税金負債 6,169 10,059

  役員退職慰労引当金 851 327

  退職給付に係る負債 8,135 7,818

  長期前受工事負担金 179,096 189,695

  その他 27,815 27,782

  固定負債合計 571,972 581,069

 負債合計 810,952 800,238

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 43,738 43,738

  資本剰余金 44,158 44,158

  利益剰余金 109,778 117,647

  自己株式 △265 △275

  株主資本合計 197,410 205,268

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,378 14,846

  退職給付に係る調整累計額 5,218 5,242

  その他の包括利益累計額合計 9,597 20,088

 少数株主持分 447 449

 純資産合計 207,454 225,806

負債純資産合計 1,018,406 1,026,045
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

営業収益 235,394 222,810

営業費   

 運輸業等営業費及び売上原価 186,692 179,763

 販売費及び一般管理費 27,412 24,024

 営業費合計 214,105 203,787

営業利益 21,289 19,023

営業外収益   

 受取利息 70 75

 受取配当金 412 423

 持分法による投資利益 751 537

 その他 902 731

 営業外収益合計 2,136 1,768

営業外費用   

 支払利息 5,313 5,023

 その他 853 630

 営業外費用合計 6,167 5,654

経常利益 17,259 15,136

特別利益   

 関係会社株式売却益 ― 376

 工事負担金等受入額 123 129

 受取保険金 678 ―

 特別利益合計 801 505

特別損失   

 固定資産除却損 ― 648

 固定資産圧縮損 123 129

 特別損失合計 123 778

税金等調整前四半期純利益 17,937 14,863

法人税、住民税及び事業税 3,866 4,048

法人税等調整額 3,050 1,200

法人税等合計 6,917 5,249

少数株主損益調整前四半期純利益 11,020 9,614

少数株主利益 21 23

四半期純利益 10,998 9,590
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 11,020 9,614

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 1,150 10,467

 退職給付に係る調整額 － 23

 その他の包括利益合計 1,150 10,491

四半期包括利益 12,170 20,105

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 12,149 20,082

 少数株主に係る四半期包括利益 21 23
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間から適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均

割引率を使用する方法へ変更いたしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が1,655百万円増加し、退職給付に係る負債が

553百万円減少し、利益剰余金が1,585百万円増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 23,278百万円 22,791百万円

のれんの償却額 177百万円 176百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,653 3.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月６日
取締役会

普通株式 1,653 3.0 平成25年９月30日 平成25年11月27日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,653 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月５日
取締役会

普通株式 1,653 3.0 平成26年９月30日 平成26年11月26日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 交通事業 不動産事業

レジャー

・サービス

事業

流通事業
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

営 業 収 益         

外部顧客への営業収益 85,887 15,239 28,583 93,792 11,891 235,394 ― 235,394

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
1,710 5,274 2,974 1,040 16,914 27,914 △27,914 ―

計 87,598 20,514 31,558 94,832 28,805 263,309 △27,914 235,394

セグメント利益 13,176 2,364 3,366 1,597 690 21,195 94 21,289
 

(注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・土木・電気設備の工事、

輸送用機器の修理・改造、ビル管理業務等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２ 報告セグメントの変更等に関する事項

従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった㈱京急エルベフーズ、㈱京急マリーンフーズ、決算日が１月

31日であった㈱京急ストア、決算日が２月28日であった㈱京急百貨店、㈱京急ステーションコマース、㈱京急友の

会については、同日現在の財務諸表を使用し連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整

を行っておりましたが、当該子会社が決算日を３月31日に変更したことに伴い、当第３四半期連結累計期間は、㈱

京急エルベフーズ、㈱京急マリーンフーズは平成25年１月１日から平成25年12月31日までの12か月間、㈱京急スト

アは平成25年２月１日から平成25年12月31日までの11か月間、㈱京急百貨店、㈱京急ステーションコマース、㈱京

急友の会は平成25年３月１日から平成25年12月31日までの10か月間を連結しております。この結果、当社及び全て

の連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

 この変更により、当第３四半期連結累計期間の「流通事業」の営業収益が11,844百万円、セグメント利益が174

百万円、「レジャー・サービス事業」の営業収益が156百万円、セグメント利益が３百万円それぞれ増加しており

ます。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 交通事業 不動産事業

レジャー

・サービス

事業

流通事業
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３

営 業 収 益         

外部顧客への営業収益 86,994 17,210 29,114 75,074 14,418 222,810 ― 222,810

セグメント間の内部営業

収益又は振替高
1,742 5,008 2,653 1,107 18,415 28,927 △28,927 ―

計 88,736 22,219 31,767 76,181 32,833 251,738 △28,927 222,810

セグメント利益又は

損失(△)
14,184 △1,534 3,827 1,394 1,054 18,926 96 19,023

 

(注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設・土木・電気設備の工事、

輸送用機器の修理・改造、ビル管理業務等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益 19.95円 17.40円

    (算定上の基礎)   

    四半期純利益(百万円) 10,998 9,590

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益(百万円) 10,998 9,590

   普通株式の期中平均株式数(株) 551,187,449 551,162,703
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

第94期（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）中間配当については、平成26年11月５日開催の取締役

会において、当社定款第42条の規定に基づき、平成26年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主又は質権者に

対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っております。

(1) 中間配当金の総額                           1,653,586,257円

(2) １株当たり中間配当金                              ３円00銭

(3) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日      平成26年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月６日

京浜急行電鉄株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   太   田   荘   一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐   野   康   一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   橋   爪   輝   義   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京浜急行電鉄株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京浜急行電鉄株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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